
【 新規 】

環境・景観
への配慮

治山事業（復旧治山）

相楽郡南山城村北大河原
ソウラクグンミナミヤマシロムラキタオオガワラ

　地内

京都府

 過去に発生した豪雨災害による
不安定土砂が堆積しており、今後
の豪雨により下流の鉄道に甚大な
被害を及ぼす危険性がある。

 土砂流出対策として治山ダム工等を
設置することで、安心安全な生活基盤
を確保する。

型枠に解体搬出を要しない木製残
存型枠を全面採用することで、工
事費の縮減を図る。

 木製品を積極的に使用し、生態系
や景観に配慮する。

事業名

地区名

事業主体

現況等

事業効果

コスト削減

①総事業費　126,000千円
②事業目的　山地災害の予防
③事業内容　治山ダム工2基（新設）
④事業期間　令和4年度～5年度

①総事業費　－
②事業内容　R4からの新規事業

①総事業費　63,000千円
②事業内容 治山ダム工1基

国：50％、府：50％、市町村：-％、その他：-％
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【概要図】
事業計画地

完成予想（イメージ）

施工想定（新設で流出を抑止する）

R5予定箇所
（新設）

保全対象
JR関西本線・大河原駅

R4予定箇所
（新設）

H19施工ダム

被災時の状況（線路等への土砂流出）

Ｒ４予定箇所

Ｒ５予定箇所


